


椎間板内酵素注入法

保存治療と手術治療の中間的な治療法として、注射によるヘルニア治療が開発されました。椎間板内に酵素を含んだ薬剤（商品名ヘルニコア®）を直接注射し
て、ヘルニアによる神経の圧迫を弱める方法です。2018年 5月より本薬剤は薬価収載され保険治療して行うことができます。このヘルニコアの有効成分コンドリア
ーゼ（コンドロイチン硫酸 ABC分解酵素）は、髄核の保水成分（プロテオグリカン）を分解する酵素です。髄核に適切な量のヘルニコアを注入すると、コンドリア
ーゼによって髄核内の保水成分が分解され、水分による膨らみが適度にやわらぎ、その結果、神経への圧迫が改善し、痛みやしびれが軽減すると考えられていま
す。本剤の特徴は、髄核のプロテオグリカンのみを選択的に分解するために、他の椎間板組織や神経組織への悪影響が少ないとされています。日本国内で行われま
した臨床試験において有効性が確認されており、腰椎椎間板ヘルニアに対する新しい治療法として注目されております。しかしすべての椎間板ヘルニアに行えるわ
けではありませんので、脊椎脊髄外科指導医の正しい診察のもとに行う治療を受ける必要があります。


